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１１１１　　　　幼児期幼児期幼児期幼児期のののの学校教育学校教育学校教育学校教育・・・・保育保育保育保育のののの見込見込見込見込みみみみ量量量量とととと確保確保確保確保のののの内容内容内容内容

【【【【山口市全体山口市全体山口市全体山口市全体】】】】 （各年4月現在／単位：人）

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 2,815 2,805 2,725 2,440 2,320

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 795 810 1,275 1,050 1,800

確認を受けない幼稚園 ※ 2,110 2,110 1,580 1,750 1,005

※ 0 0 0 0 0

2,795 2,826 2,695 2,572 2,374 2,272

3,620 3,546 3,496 3,410 3,320 3,310

2,795 2,826 2,695 2,572 2,374 2,272

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 2,330 2,320 2,325 2,375 2,495

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 1,975 2,000 2,230 2,280 2,545

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 355 320 95 0 0

1,966 1,951 2,089 2,235 2,328 2,386

- 1,900 1,934 2,083 2,237 2,320

1,920 1,912 2,027 2,191 2,301 2,373

13 14 19 14 7 3

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 1,665 1,665 1,625 1,735 1,825

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 1,280 1,300 1,430 1,500 1,635

地域型保育事業 ※ 0 65 95 120 200

※ 385 300 100 0 0

1,200 1,250 1,379 1,554 1,636 1,652

- 1,222 1,311 1,454 1,587 1,758

1,109 1,147 1,266 1,404 1,517 1,577

44 54 46 78 29 12

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

（1）（1）（1）（1）教育教育教育教育・・・・保育保育保育保育のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

1



【【【【１１１１　　　　阿東区域阿東区域阿東区域阿東区域】】】】 （各年4月現在／単位：人）

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 20 20 15 30 35

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 20 20 20 30 35

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

0 61 49 38 29 24

0 40 40 40 40 30

0 61 49 38 29 24

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 50 50 45 10 10

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 60 60 60 50 45

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

67 2 2 9 5 10

- 59 59 59 59 49

67 2 2 9 5 10

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 20 20 20 15 15

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 20 20 20 20 20

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

11 14 12 8 9 4

- 21 21 21 21 21

11 14 12 8 9 4

0 0 0 0 0 0

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

2



【【【【２２２２　　　　徳地区域徳地区域徳地区域徳地区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 15 15 10 10 10

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 0 15 15 15 15

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 15 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

- 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 60 60 60 60 60

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 80 65 65 65 65

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

69 74 59 57 47 53

- 80 80 80 80 65

69 74 59 57 47 53

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 15 15 15 35 35

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 40 40 40 40 40

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

21 21 24 29 25 23

- 40 40 40 40 35

21 21 24 29 25 23

0 0 0 0 0 0

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

3



【【【【３３３３　　　　北東部区域北東部区域北東部区域北東部区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 415 415 410 220 185

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 420 420 420 405 405

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

331 307 270 238 242 228

555 555 565 565 565 565

331 307 270 238 242 228

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 600 600 590 590 610

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 455 455 570 520 620

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 145 145 20 70 0

449 443 473 545 577 565

- 418 452 478 521 545

440 436 459 531 565 562

0 3 3 6 4 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 375 370 365 410 440

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 280 280 330 340 375

地域型保育事業 ※ 0 0 15 35 65

※ 95 90 20 35 0

243 255 295 363 384 401

- 252 278 320 347 373

223 232 274 314 365 379

9 10 12 25 4 9

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

4



【【【【４４４４　　　　中央部区域中央部区域中央部区域中央部区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 1,435 1,430 1,415 1,400 1,340

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 1,545 1,545 1,480 1,430 1,430

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

1,566 1,577 1,531 1,481 1,370 1,274

1,965 1,851 1,851 1,815 1,725 1,725

1,566 1,577 1,531 1,481 1,370 1,274

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 1,020 1,015 1,005 950 1,005

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 730 770 860 880 1,005

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 290 245 145 70 0

712 754 826 882 941 984

- 711 711 780 861 938

677 727 789 865 929 979

13 11 16 7 3 1

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 685 690 670 770 810

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 580 600 640 650 715

地域型保育事業 ※ 0 30 30 85 95

※ 105 60 0 35 0

554 560 607 680 719 754

- 571 634 700 776 887

491 502 541 606 654 733

35 43 23 43 14 1

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

5



【【【【５５５５　　　　小郡区域小郡区域小郡区域小郡区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 560 555 550 500 485

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 560 560 560 560 560

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

523 522 505 524 478 471

600 600 600 600 600 600

523 522 505 524 478 471

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 225 225 220 280 320

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 230 230 240 280 320

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

217 235 257 255 266 275

- 233 233 245 275 282

215 231 247 246 263 272

0 0 0 1 0 1

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 300 300 290 230 250

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 145 145 155 185 210

地域型保育事業 ※ 0 35 50 0 40

※ 155 120 85 45 0

142 153 170 190 209 208

- 147 147 155 185 205

137 140 150 166 185 186

0 1 8 9 8 0

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

6



【【【【６６６６　　　　川東区域川東区域川東区域川東区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 85 85 80 100 100

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 110 110 110 110 110

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

99 108 98 106 89 94

330 330 270 270 270 270

99 108 98 106 89 94

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 105 100 100 125 125

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 125 125 125 125 125

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

140 139 142 139 141 142

- 125 125 125 125 125

140 138 142 139 141 141

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 55 55 55 65 65

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 65 65 65 65 65

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

51 64 78 75 73 62

- 65 65 65 65 65

51 59 76 75 72 59

0 0 1 0 0 1

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）
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【【【【７７７７　　　　川西区域川西区域川西区域川西区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 205 205 165 100 85

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 170 170 170 170 170

確認を受けない幼稚園 ※ 0 0 0 0 0

※ 35 35 0 0 0

174 164 157 105 101 96

170 170 170 120 120 120

174 164 157 105 101 96

0 0 0 0 0 0

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 245 245 280 310 315

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 270 270 285 310 315

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

265 264 276 293 297 313

- 274 274 316 316 316

265 264 275 289 297 312

0 0 0 0 0 1

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 190 190 185 165 165

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 125 125 155 155 165

地域型保育事業 ※ 0 0 0 25 25

※ 65 65 30 10 0

134 141 153 167 181 173

- 126 126 153 153 172

131 137 149 164 172 166

0 0 2 1 3 1

※準待機児童・・・通園可能な保育施設はあるが、特定の施設の入所を希望して待機している児童

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

待機児童数（準待機児童（※）を含まない）

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）申請者数（必要利用総数）

定員数（確保方策）

入所（園）児童数（実績）
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【【【【８８８８　　　　市外区域市外区域市外区域市外区域】】】】

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 80 80 80 80 80

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 80 80 80 80 80

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

102 87 85 80 65 85

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 25 25 25 50 50

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 25 25 25 50 50

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

47 40 54 55 54 44

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

平成31
年度

※ 25 25 25 45 45

幼稚園、保育園、認定子ども園
（教育・保育施設）

※ 25 25 25 45 45

地域型保育事業 ※ 0 0 0 0 0

※ 0 0 0 0 0

44 42 40 42 35 27

【進捗状況と今後の取り組み】

入所（園）児童数（実績）

　平成３１年度計画値に対する量の見込みについては、実際の教育・保育の利用申請者数を平成３０年度以
前と比較しますと、その差が小さくなってきています。なお、阿東区域においては、２号認定よりも１号認
定の割合が大きくなっていますが、同区域は、幼稚園機能と保育園機能を有するへき地保育所で教育・保育
を提供しており、保育の必要性の認定が必要無い１号認定を選択した保護者が多かったためです。
　提供量の確保状況については、中央部区域、北東部区域において、保育園や地域型保育事業の新設や保育
園の定員拡大等、小郡区域において、保育園の定員拡大や地域型保育事業への移行、川西区域において地域
型保育事業への移行により、平成３０年４月以降、２８４人分の提供体制を新たに確保したところです。
　しかしながら、平成３１年４月には、昨年と比較して減少はしたものの、北東部区域、中央部区域を中心
に待機児童が発生するなど、今後とも、提供体制の確保を図っていく必要があります。現在、中央部区域に
おいて認定こども園への移行や保育園の定員拡大、北東部区域、小郡区域において保育園の新設や定員拡大
等について予定しており、幼児教育の無償化によるさらなるニーズの高まりを見据えながら、提供体制の確
保策についても各事業者と調整を進めることとしています。
　今後とも、計画に基づいて提供体制の確保を図り、早期に待機児童が解消できるよう取り組んでまいりま
す。

入所（園）児童数（実績）

３
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

２
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

１
号
認
定

区分

量の見込み（必要利用定員総数）

確保
方策

提供量不足

入所（園）児童数（実績）
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２２２２　　　　地域子地域子地域子地域子ども・ども・ども・ども・子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業のののの見込見込見込見込みみみみ量量量量とととと確保確保確保確保のののの内容内容内容内容

（1）（1）（1）（1）時間外保育事業時間外保育事業時間外保育事業時間外保育事業（（（（延長保育事業延長保育事業延長保育事業延長保育事業））））のののの確保方策確保方策確保方策確保方策
（各年4月現在／単位：人）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み ※ 690 710 735 755 745

確保方策 ※ 690 710 735 755 745

利用者数（実績値） 1,753 1,733 1,890 2,023 2,002

量の見込み ※ 10 10 15 15 15

確保方策 ※ 10 10 15 15 15

利用者数（実績値） 19 28 45 29 30

量の見込み ※ 10 10 10 10 10

確保方策 ※ 10 10 10 10 10

利用者数（実績値） 10 5 0 2 3

量の見込み ※ 175 180 185 190 185

確保方策 ※ 175 180 185 190 185

利用者数（実績値） 407 381 405 539 523

量の見込み ※ 295 305 315 320 315

確保方策 ※ 295 305 315 320 315

利用者数（実績値） 761 835 891 972 899

量の見込み ※ 95 100 100 105 105

確保方策 ※ 95 100 100 105 105

利用者数（実績値） 260 249 272 240 310

量の見込み ※ 30 30 30 35 35

確保方策 ※ 30 30 30 35 35

利用者数（実績値） 57 29 55 57 48

量の見込み ※ 65 65 70 70 70

確保方策 ※ 65 65 70 70 70

利用者数（実績値） 239 206 222 184 189

量の見込み ※ 10 10 10 10 10

確保方策 ※ 10 10 10 10 10

利用者数（実績値） 不明 不明 不明 不明 不明

【進捗状況と今後の取り組み】

川　西

全　域

　延長保育については、一部の公立・私立保育園を除くほとんどの園で実施しており、提供体制は、ほぼ充
足していると考えています。今後とも、円滑に事業を提供できるよう取り組んでまいります。
　※実績値は、一時的な利用も含めたものであるため、定期的な利用希望数を算出した見込み量とは乖離し
ています。

市　外

阿　東

徳　地

北東部

中央部

小　郡

川　東
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（（（（２２２２））））放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業（（（（放課後児童放課後児童放課後児童放課後児童クラブクラブクラブクラブ））））のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在／単位：人）

低学
年

高学
年

低学
年

高学
年

低学
年

高学
年

低学
年

高学
年

低学
年

高学
年

低学
年

高学
年

※ ※ 1,572 363 1,568 362 1,588 362 1,894 335 1,961 326

※ ※ 1,489 176 1,565 280 1,588 347 1,877 254 1,961 326

※ ※ 83 187 3 82 0 15 17 81 0 0

1,519 88 1,640 192 1,737 272 1,843 328 1,956 323 2,035 383

定員数
（確保方策）

1,472 88 1,578 147 1656 204 1,735 186 1,871 234 1,957 323

47 対象外 62 45 81 68 108 142 85 89 78 60

【進捗状況と今後の取り組み】

1,856 2,102 2,237

250 174 138

1,921 2,105 2,280

47

※ 15 98 0

1,7251,560

1,781

1,860

1,607 1,832 2,009

1,597

2,171 2,279 2,418

1,665 1,845

※

※

全域

107 149

270 85

受入数（実績）
（下段は合計）

量の見込み
（必要数）

（下段は合計）

確保方策
（下段は合計）

提供量の不足
（下段は合計）

申込者数
（必要数）

（下段は合計）

待機児童数
（下段は合計）

1,684

　少子化により子どもの数は減少する一方で、社会情勢の変化により利用希望者数は増加傾向にあり、計画
当初の量の見込みと実績値に乖離があったため、平成30年3月に計画第5章を改定し、量の見込み及び確保
方策を補正しました。これにより、全体としての整備目標を260人程度から620人程度に上方修正していま
す。
　平成31年度申込者数は、全体で2,418人で前年度に比べ約6.1％の増加、低学年では2,035人で約4.0％の増
加、高学年では383人で前年度に比べ約18.6％の増加となっています。
　平成30年度中には、なかよし学級・なかよし第２学級（白石小学校区）【定員各60人】、ひめやま第３
学級（平川小学校区）【定員60人】、さわやか第２学級（大歳小学校区）【定員60人】の移転整備、あっ
と児童クラブ（大殿小学校区）【定員30人】、なかよし第３学級（白石小学校区）【定員32人】の新規開
設を行い、定員拡大を図りました。
　今後も計画に基づき、中規模校以上の小学校区については、小学校の空きスペース等既存施設の活用や新
設等について検討し、第３学級の整備を行い定員拡大を図り、早期に待機児童が解消できるよう取り組んで
まいります。
　今年度は、やまびこ第３学級（湯田小学校区）【定員50人】、もみじ第３学級（良城小学校区）【定員
60人】、ひまわり第３学級（上郷小学校区）【定員60人】、しらさぎ第３学級（小郡南小学校区）【定員
60人】を新設します。また、しらさぎ学級（小郡南小学校区）【定員60人】を移転整備、くすのき学級
（仁保小学校区）【定員30人】を増築します。なお、たんぽぽ学級（二島小学校区）、おおぞら学級（嘉
川小学校区）、佐山小学校区放課後児童クラブの定員拡大に向けた設計業務を予定しています。
　併せて、支援員及び補助員の人材確保対策についても、小中学校補助教員の活用をはじめ処遇の改善も図
り、教育委員会等との連携を一層密にいたし、引き続き取り組んでまいります。

27年度 28年度 29年度26年度 30年度 31年度

1,935 1,930 1,950 2,229 2,287

1,935 2,131 2,287
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（（（（３３３３））））地域子育地域子育地域子育地域子育てててて拠点事業拠点事業拠点事業拠点事業のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在　単位：人回／月）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み ※ 8,075 8,040 7,865 7,760 7,655

確保方策（カ所） ※ 25 25 26 26 26

訪問者数 6,609 6,385 6,615 6,536 6,794

確保方策（ヶ所） 25 25 26 26 27

量の見込み ※ 275 270 265 260 260

確保方策（カ所） ※ 0 0 1 1 1

訪問者数 ※ 0 13 11 12

確保方策（ヶ所） ※ 0 1 1 1

量の見込み ※ 280 280 275 270 265

確保方策（カ所） ※ 2 2 2 2 2

訪問者数 90 65 95 124 141

確保方策（ヶ所） 2 2 2 2 2

量の見込み ※ 1,940 1,930 1,890 1,865 1,840

確保方策（カ所） ※ 4 4 4 4 4

訪問者数 930 831 877 838 782

確保方策（ヶ所） 4 4 4 4 4

量の見込み ※ 3,080 3,065 3,000 2,960 2,920

確保方策（カ所） ※ 10 10 10 10 10

訪問者数 3,446 3,247 3,363 3,278 3,404

確保方策（ヶ所） 10 10 10 10 10

量の見込み ※ 1,015 1,015 990 975 965

確保方策（カ所） ※ 2 2 2 2 2

訪問者数 948 1,049 1,118 1,127 1,273

確保方策（ヶ所） 2 2 2 2 2

量の見込み ※ 685 685 665 660 650

確保方策（カ所） ※ 3 3 3 3 3

訪問者数 353 348 278 240 245

確保方策（ヶ所） 3 3 3 3 4

量の見込み ※ 800 795 780 770 755

確保方策（カ所） ※ 4 4 4 4 4

訪問者数 843 845 872 918 937

確保方策（ヶ所） 4 4 4 4 4

【進捗状況と今後の取り組み】

　平成３０年度は、鋳銭司子育て広場が開設したことに加え、全域の利用者が増加しております。
　本市では、概ね中学校区を基本とし、市内全域27箇所と多くの地域子育て支援拠点施設を設置しており、
各拠点で特色ある事業を展開することにより、利用者ニーズに対応したサービスを提供しています。
　引き続き、「やまぐち子育て福祉総合センター」を核とし「やまぐち母子健康サポートセンター」等他の
機関と連携し、子育て支援に取り組みます。

川　西

全　域

阿　東

徳　地

北東部

中央部

小　郡

川　東

※単位の「人回／月」：１カ月の延べ利用回数
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（（（（４４４４）－）－）－）－１１１１　　　　一時預一時預一時預一時預かりかりかりかり事業事業事業事業（（（（幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園におけるにおけるにおけるにおける在園児在園児在園児在園児をををを対象対象対象対象））））のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在／（人日／年）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み ※ 121,470 120,860 119,175 118,895 118,640

確保方策 ※ 121,470 120,860 119,175 118,895 118,640

利用者数 75,000 68,500 73,500 75,750 49,790

【進捗状況と今後の取り組み】

全　域

　幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）で実施している一時預かり事業については、すべての私立幼稚
園・認定こども園（幼稚園部分）において実施しており、利用者ニーズを充足し、提供体制を確保してい
ます。
　今後とも、円滑に事業が実施できるよう取り組んでまいります。
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（各年4月現在／（人日／年）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

※ 19,890 19,885 19,855 19,840 19,815

一時預かり(在園児除
く)

※ 18,385 18,385 18,385 18,385 18,385

子育て援助活動支援事業 ※ 1,505 1,500 1,470 1,455 1,430

一時預かり(在園児除
く)

7,470 9,582 9,630 8,978 9,012

子育て援助活動支援事業 1,231 1,090 1,729 1,477 1,894

※ 80 80 80 80 80

一時預かり(在園児除
く)

※ 15 15 15 15 15

子育て援助活動支援事業 ※ 10 10 10 10 10

一時預かり(在園児除
く)

0 13 0 0 0

子育て援助活動支援事業 0 0 0 0 0

※ 85 85 85 85 85

一時預かり(在園児除
く)

※ 15 15 15 15 15

子育て援助活動支援事業 ※ 10 10 10 10 10

一時預かり(在園児除
く)

0 39 0 58 41

子育て援助活動支援事業 1 0 18 0 0

※ 3,605 3,600 3,590 3,585 3,580

一時預かり(在園児除
く)

※ 3,120 3,120 3,120 3,120 3,120

子育て援助活動支援事業 ※ 415 410 400 395 390

一時預かり(在園児除
く)

1,108 1,373 1,173 1,857 2,406

子育て援助活動支援事業 553 435 434 580 477

※ 9,105 9,100 9,085 9,075 9,065

一時預かり(在園児除
く)

※ 8,335 8,335 8,335 8,335 8,335

子育て援助活動支援事業 ※ 660 660 645 635 625

一時預かり(在園児除
く)

4,889 5,232 5,171 4,403 4,696

子育て援助活動支援事業 464 500 811 694 1241

※ 5,815 5,810 5,805 5,805 5,800

一時預かり(在園児除
く)

※ 5,560 5,560 5,560 5,560 5,560

子育て援助活動支援事業 ※ 215 215 210 210 205

一時預かり(在園児除
く)

1,160 2,581 3,085 2,354 1,178

子育て援助活動支援事業 54 114 332 129 77

量の見込み（人日／年）

量の見込み（人日／年）

量の見込み（人日／年）

（（（（４４４４）－）－）－）－２２２２　　　　一時預一時預一時預一時預かりかりかりかり事業事業事業事業（（（（在園児在園児在園児在園児をををを除除除除くくくく）、）、）、）、子育子育子育子育てててて援助活動支援事業援助活動支援事業援助活動支援事業援助活動支援事業（（（（就学前就学前就学前就学前））））のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

全
　
域

利用者数

阿
　
東

徳
　
地

確保方策

確保方策

確保方策

量の見込み（人日／年）

量の見込み（人日／年）

量の見込み（人日／年）

利用者数

利用者数

確保方策

確保方策

確保方策

北
東
部

中
央
部

小
　
郡

利用者数

利用者数

利用者数
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26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

※ 210 210 205 205 200

一時預かり(在園児除
く)

※ 40 40 40 40 40

子育て援助活動支援事業 ※ 90 90 90 90 85

一時預かり(在園児除
く)

24 10 11 0 0

子育て援助活動支援事業 132 41 86 70 62

※ 1,500 1,500 1,495 1,490 1,490

一時預かり(在園児除
く)

※ 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

子育て援助活動支援事業 ※ 105 105 105 105 105

一時預かり(在園児除
く)

289 334 190 306 691

子育て援助活動支援事業 27 0 48 4 37

【進捗状況と今後の取り組み】

確保方策

量の見込み（人日／年）

　一時預かり事業（在園児対象型を除く）については、量の見込みに対して提供量が不足しています。
今後、利用者数の動向とニーズを踏まえ、提供量について検討します。
　また、子育て援助活動支援事業については、依頼会員と提供会員のマッチングを基本としているた
め、全ての利用者ニーズに対応できていないといった課題があります。今後は、より多くの利用者ニー
ズに対応できるよう、提供会員の増加を図る取り組みを進めます。

川
　
東

川
　
西

利用者数

確保方策

量の見込み（人日／年）

利用者数

15



（（（（５５５５））））子育子育子育子育てててて短期支援事業短期支援事業短期支援事業短期支援事業のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み
（人日／年）

※ 85 85 85 250 250

ショートステイ ※ 55 55 55 200 200

トワイライトス
テイ

※ 30 30 30 50 50

確保方策 ※ 6 6 6 6 6

ショートステイ 33 41 69 114 108

トワイライトス
テイ

0 0 34 42 22

確保方策 6 6 6 6 6

※単位の「人日／年」：1年間の延べ利用者数

【進捗状況と今後の取り組み】

全　域

　子育て短期支援事業の利用状況については、平成30年度は、ショートステイ、トワイライトステイのい
ずれも利用者が僅かに減少しました。利用者の就労状況、家庭事情によって各年度の利用者数は増減変動は
ありますが、利用希望者の受け入れはできている状況です。
　今後も、引き続き現行体制により、適切に対応していくこととします。
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（（（（６６６６））））病児保育事業病児保育事業病児保育事業病児保育事業のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み（人日／年） ※ 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200

確保方策（人日／年） ※ 4,000 5,200 5,200 5,200 5,200

確保方策（カ所） ※ 2 3 3 3 3

利用者数（実績） 4,112 4,785 4,549 4,982 4,686

確保方策（カ所） 2
2

5月～　3
3 3 3

量の見込み ※ 3,700 3,700 3,700 3,700 3,700

確保方策（人日／年） ※ 3,700 3,700 3,700 3,700 3,700

確保方策（カ所） ※ 2 2 2 2 2

利用者数（実績） 3,535 3,358 3,293 3,735 3,247

確保方策（カ所） 2 2 2 2 2

量の見込み ※ 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200

確保方策（人日／年） ※ 0 1,200 1,200 1,200 1,200

確保方策（カ所） ※ 0 1 1 1 1

利用者数（実績） 0 999 1,256 1,247 1,439

確保方策（カ所） 0 5月～　1 1 1 1

量の見込み ※ 300 300 300 300 300

確保方策（人日／年） ※ 300 300 300 300 300

確保方策（カ所） ※ - - - - -

利用者数（実績） 577 428 400 474 323

確保方策（カ所） - - - - -

※単位の「人日／年」：1年間の延べ利用者数

【進捗状況と今後の取り組み】

　病児保育事業については、概ね利用者ニーズを充足し、提供体制を確保しています。
　今後とも、円滑に事業が実施できるよう取り組んでまいります。

全　域

北　部

南　部

（市 外）
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（（（（７７７７））））子育子育子育子育てててて援助活動支援事業援助活動支援事業援助活動支援事業援助活動支援事業（（（（就学後就学後就学後就学後））））のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み（人日／年） ※ 945 935 955 935 935

確保方策（カ所） ※ 5 5 5 6 6

受入数 1,784 1,697 1,627 1,609 2157

確保方策（カ所） 5 5 5 5 5

量の見込み ※ - - - 32 32

確保方策 ※ - - - 1 1

受入数 - - - - -

確保方策（カ所） - - - - -

量の見込み ※ 30 30 30 30 30

確保方策 ※ 1 1 1 1 1

受入数 0 0 4 21 28

確保方策（カ所） 1 1 1 1 1

量の見込み ※ 715 710 725 678 678

確保方策 ※ 1 1 1 1 1

受入数 1,323 1,131 1,024 1,085 1744

確保方策（カ所） 1 1 1 1 1

量の見込み ※ 120 115 120 115 115

確保方策 ※ 1 1 1 1 1

受入数 203 310 284 170 232

確保方策（カ所） 1 1 1 1 1

量の見込み ※ 35 35 35 35 35

確保方策 ※ 1 1 1 1 1

受入数 18 6 22 50 56

確保方策（カ所） 1 1 1 1 1

量の見込み ※ 45 45 45 45 45

確保方策 ※ 1 1 1 1 1

受入数 240 250 293 283 97

確保方策（カ所） 1 1 1 1 1

【進捗状況と今後の取り組み】

　PR強化による事業周知により、利用者数が増加しました。
　最近では、放課後児童クラブ以外の手法として貴重な役割を果たしています。利用希望者のニーズ
に対する提供体制の確保の視点から、引き続き、提供会員の増加への取り組みを行います。

阿知須

全　域

徳　地

山　口

小　郡

秋　穂

阿　東
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（（（（８８８８））））利用者支援事業利用者支援事業利用者支援事業利用者支援事業のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

量の見込み（カ所） ※ 2 2 2 2 2

確保方策（カ所） ※ 0 1 2 2 2

確保実績（カ所） 0 1 1 2 2

【進捗状況と今後の取り組み】

全　域

　「やまぐち子育て福祉総合センター」において、教育・保育や子ども・子育て支援事業の円滑な
利用に向けて、相談・助言や情報提供等を行っています。
　また、「やまぐち母子健康サポートセンター」において、母親の心身の健康づくりとそのご家族
が抱える様々な不安等について、助産師、保健師等の専門職が相談・助言や情報提供等を行ってい
ます。
　両センターが連携を図りながら、妊娠、出産から子育て期における切れ目のない支援に取り組む
こととしています。
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（（（（９９９９））））妊婦健康診査妊婦健康診査妊婦健康診査妊婦健康診査のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

（各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

※ 21,490 20,930 20,440 19,880 19,390

※ 1,535 1,495 1,460 1,420 1,385

※ 14 14 14 14 14

実施場所（カ所） ※ 18 18 18 18 18

実施体制 ※

検査項目 ※

実施時期 ※

20,968 21,868 20,311 19,810 18789

1,577 1,621 1,511 1,463 1,414

14 14 14 14 14

確保方策 実施場所（カ所） 19 19 19 20 32

【進捗状況と今後の取り組み】

　妊婦健康診査は、安心・安全な出産のために必要とされる受診回数（14回程度）以上であり、現行体制
でサービスの提供ができています。
　今後も、引き続き、妊娠届出時等において妊婦健康診査の受診勧奨に取り組みます。

医療機関との委託契約

国が定める基本的な妊婦健康診査項目

通年実施

受診者数（人回）

対象者数（人）

健診回数（回）

全域

量の見込み（人回）

対象者数（人）

健診回数（回）

確保方策
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（10）（10）（10）（10）乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業、、、、養育支援訪問事業養育支援訪問事業養育支援訪問事業養育支援訪問事業のののの確保方策確保方策確保方策確保方策

　　　　乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業

（各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

※ 1,575 1,535 1,495 1,460 1,420

実施体制（人） ※ 240 240 240 240 240

実施機関 ※

※

※

1,433 1,409 1,461 1,316 1,289

実施体制（人） 241 243 242 241 230

市母子保
健推進協
議会211
人

保健師
助産師
30人

【確保方策の内容】

　　　　養育支援訪問事業養育支援訪問事業養育支援訪問事業養育支援訪問事業 （各年4月現在）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

※ 30 30 30 65 65

実施体制 ※

実施機関 ※

30 28 63 116 30

確保方策 実施体制（人） 6 6 6 8 8

【進捗状況と今後の取り組み】

訪問世帯数

　養育上の諸問題の解決・軽減を図るために、支援の必要性があると思われる家庭に対し、家庭の状況に
応じて、短期間に集中して複数回の訪問、あるいは長期間、定期的に訪問を行い、指導・助言等を行うと
ともに、育児等の援助を行いました。
　今後も、現行体制により、適切に対応していくこととします。

市家庭児童相談室
（6人）

市家庭児童相談室（8人）

委託団体等

市母子保健推進協議会（199 人）

保健師・助産師（31人）

　乳児家庭全戸訪問事業については、専門職である保健師・助産師、地域の身近なボランティアである母
子保健推進員で重層的に家庭訪問等を実施する体制で取り組みました。
　今後も、乳児期早期に全数訪問を目指し、様々な心配ごとに耳を傾け、相談窓口や地域の子育て情報等
の提供をし、育児不安の軽減や適切な支援につなげられるよう、円滑な事業実施に取り組んでいきます。

全域

量の見込み（訪問世帯数）

確保方策
山口市

全域

量の見込み（人）

確保方策
山口市

委託団体等
市母子保健推進協議会（210人）

保健師・助産師（30人）

訪問者数（人）

確保方策
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